
第３回 Assist 活用勉強会

②夏期講習

活用術



夏期講習の目的

１、生徒のため

成績UP 人間的成長

２、経営のため

適切な利益を出す



小学生講習



中学１・２年生



①映像に
記入され
た文章を
書き込む。
アンダーラ
インを引く

②先生が
話している
重要な内
容を書きと
める

③演習問題で間違えた問題や
キーポイントを追加。

社会・理科ノートまとめ





高校生



中学３年生



中３理科 復習重視型



成績推移



理科・社会シャッフルテスト
理科・社会 一問一答 各１０００問
１回目 ５０問×２０＝１０００
２回目 １００問×１０＝１０００



宿題プリント・達成リスト

単元毎の宿題プリント（ウインパス、準拠ワーク、実力テストなど）

１、光の性質 １０～１２ページ
２、音の性質 １０～１２ページ
３、・・・ 夏期講習で２００ページ分



中３国語授業



夏の成果 成績を上げた夏
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5科

夏は入試の天王山

◎時間の確保 ５か月分以上

◎苦手科目の克服
90→95より50→75

＊部活終了からの切り替え
＊９月以降の土台作り

生徒・保護者のモチベーションを上げる！

基礎固め 総合力UP 追込み



行動計画

５月 ６月 ７月 ８月

◎夏期案内作成
◎提案書作成

◎生徒面談
（中間テスト）

◎生徒面談
（期末テスト、夏期講習）

◎保護者面談
（生徒情報、テストデータ）

◎イベント
（お楽しみ、テスト補講）

◎夏期講習
ガイダンス

◎チラシ作成・折り込み ◎友人紹介 ◎講習生への
（無料体験、低料金、 成績アップ、コース） 声掛け・電話

◎卒塾生へDM メール
◎校門前配付 ◎校門前配付 ◎校門前配付

内部生
講習締め切り
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テーマ②「定期テスト対策」

第３回 ASSIST勉強会



■定期テスト対策とは

通常授業とは異なり、テスト内容にフォーカスし
て点数をあげる取り組み

先に進めるのではなく、テスト範囲の問題演習を
中心に行う。



■通常授業
映像・問題集による
知識吸収
（INPUT)

映像を見る

単語練習を見なくても書け
るようにする



■テスト対策
頭の中から問題に適切な
内容を出す。
(OUTPUT)

問題を多く解く

自分でテストを作り、複数
の単語を書き出してみる。



■定期テスト対策までにやること

①テスト範囲内の学習を終わらせる（２週間前まで）

・講習時期を用いて授業回数を増やす。
・問題はすべて解かないで学力に応じて間引く。
・家庭学習の時間を増やして時間を捻出する。

②目標点数を設定をする（できるだけ早く）

・とれる点数ではなく、取りたい点数を。

③テスト期間にやるべき内容を考える（できるだけ早く）

徹底度が高い⇒OUTPUTの時間を増やす
⇒INPUTを早く終わらせる⇒計画の重要性



■点数の取り方①仕分けをする

３週間 ２週間 １週間

通常授業 定期テスト対策

暗記すべきところができているか。
テストを行う。

できてないところを発見させ、次の学習に
活かす。

・目標設定
・学習計画
に沿って授業を進める。

できていない問題をつぶす時間を作らない
といけない。⇒家庭学習OR授業（自習）



■点数の取り方②設問に対する自己分析

問題の分類をする
①頭に入っていない⇒×、空欄
②頭から取り出せない⇒×、空欄
③なんとなく頭から取り出せる⇒〇 OR ×
④完璧に頭から取り出せる。⇒〇

ヤマ感では答えなければ④ははっきりする。
今の問題は③なのか④なのかを分析することが高得点のポイ
ント。
④で〇なら何度やっても〇になるのでもうやらない。

③と④の区別方法･･･一瞬でも悩んだら③、即答できたら④
③を繰り返すと④になる。時間がたつと④は③になる。
⇒エビングハウスの忘却曲線



■点数の取り方③映像を離れる前にここまで

■映像離れを早くすると、全く進まない。WINPASSがある
程度できるようになってから問題集へ移す。

数学･･･確認問題、基本問題はやり方を暗記
英語･･･確認問題、基本問題は全問正解するまで
社会･･･確認問題、ビジュアルチェック、シャッフルテスト

の全問正解 （ただし、地理は除く）
理科･･･確認問題、図解によるまとめ、実験・観察のまとめ

シャッフルテストを全問正解するまでやる。



■点数が取れない子の共通する特徴

①INPUTがままならない状態⇒学習計画の失敗

②OUTPUT不足⇒意識の低さ
・量
・徹底度

生徒が意欲を持って取り組まないと効果は出ない。

塾は学習の場であると同時に、学習計画をたて、学習に対
して前向きに取り組ませる場でもある。
⇒ここが塾長の腕の見せ所である



■点数が取れない子の共通する特徴



■パフォーマンスに注目

生徒がテスト前に取り組む２通りの方法
（ただし、報酬には弊害もある）

■報酬
・正の言葉かけ「すごいね」「よくできましたね」
・負の言葉かけ「やってこれませんでしたね」「できませんでしたね」
・正の物質報酬「ジュースを買ってあげる」「シール・賞状をあげる」
・負の物質報酬「できなかったのでマンガ没収」「ピアノをやめさせる」

報酬による弊害
・報酬は与え続けないといけない。
・報酬に満足しないとパフォーマンスはおちる。

■自ら学ぶようにする
・有能感（「できる」という自分の認識）
・自己決定感（自分の意志でやりたいようにできる状態）



■自己有能感を高める問題難易度

・できない問題だけピックアップして取り組み、できるようにすれば、
すべての問題ができるようになる⇒人情では無理

・できる問題だけ与えても得点力はつかない。

■適切な問題レベル

できる問題：できない問題＝３：１の割合

「３つ褒めてから１つ叱れ」

自己有能感を満たしつつちょっとずつ欠点を直していく。



■自己決定感の高め方

学習計画を立てるとき

Ａ．管理者が考える最良の学習スケジュールやってもらう

Ｂ．未熟でも自分で決めたスケジュールでやってもらう。

学習に関する選択権を生徒に持ってもらう。

（ただし、気づかれないように誘導する。気づかれると自己決定感が
下がる）

社会人と学生 ストレスを多く感じているのは？（森永製菓調べ）

Ａ．サラリーマン
Ｂ．女子高生
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